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取扱注意



調査概要

• 趣旨

– 令和5年度に実施するDX人材養成研修のカリキュラム等研修内容に会員企業の取組

事例を参考することを目的にアンケートを取得する。

• 調査対象：岐阜県DX推進コンソーシアムの一般会員222者

• 有効回答数：109件

• 調査期間：令和5年6月23日～令和5年7月7日

• 調査方法：オンラインアンケート：インターネット経由でフォームに入力

する形態で取得
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デジタル化とワークエンゲージメント
価値の創造、効率向上との関係性 仮説モデル
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A.デジタル化の浸透度

B.ワーク

エンゲージメント

（活力 熱意 没頭）

C.価値の創造

（開発のスピード等）

D.効率向上

（QCD）

＋

＋

＋

＋

＋



質問項目
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1 A デジタル化の浸透度 新しいデジタル技術を導入するための予算が容易に確保できる

2 A デジタル化の浸透度 社内のデジタル化を推進するチームが気軽に支援をしてくれる

3 A デジタル化の浸透度 デジタル化を促進するためのトレーニングや教育が充実していない（＊）

4 A デジタル化の浸透度 自分達はITツールを使うための割と高いITリテラシー（用語、操作、能力）を持っている

5 A デジタル化の浸透度 社内の仕事をデジタル化することに反対する人はほとんどいない

6 B エンゲージメント（活力） 仕事をしていると，活力がみなぎるように感じる

7 B エンゲージメント（活力） 職場では，元気が出て精力的になるように感じる

8 B エンゲージメント（熱意） 自分の仕事に，意義や価値を大いに感じる

9 B エンゲージメント（熱意） 自分の仕事に誇りを感じる

10 B エンゲージメント（没頭） 仕事をしていると，他のことはすべて忘れてしまう

11 B エンゲージメント（没頭） 仕事をしていると，つい夢中になってしまう

12 C 付加価値の創造 アイデアを出す機会が増え、アイデアの具現化がスピードアップしていると感じる

13 C 付加価値の創造 私の感覚だと組織全体の意思決定のスピードが早くなっている

14 C 付加価値の創造 新たな商品開発や新たなサービスの企画・開発に時間が費やされる時間が増えたように感じる

15 C 付加価値の創造 市場のニーズや顧客満足度をより早く知ることができている

16 D QCD（効率化） 会議、報告などの段取り作業が多くなっていると感じる（＊）

17 D QCD（効率化） 品質、コスト、納期などが徐々に改善されている

18 D QCD（効率化） コミュニケーションや情報共有の質と量が改善されている

19 D QCD（効率化） 作業の進捗状況やタスクの優先順位付けなど仕事が円滑に進むようになった

それそれの設問について、5段階でどの段階と思わ
れるかを回答下さい。

１：強くそう思う
２：そう思う
３：どちらでもない
４：そう思わない
５：強くそう思わない

（＊）反転項目 回答評価を点数評価に反転（1→５、２→４、３→３、４→2、５→1）



基本集計
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有効回答者109名
※【集計表】 但し3-A、16-D は除く。

全体 人数　 Ａ B C D

平均 109 3.17 3.29 3.30 3.24

標準偏差 109 0.71 0.51 0.60 0.54

従業員規模別　平均値

人数　 A B C D

10人未満 23 3.47 3.56 3.61 3.37

10～99人 34 2.92 3.14 3.16 3.25

100～299人 27 3.10 3.22 3.20 3.14

300～499人 10 3.62 3.37 3.25 3.30

500人以上 15 3.09 3.29 3.37 3.17

全体 109 3.17 3.29 3.30 3.24

補助金活用別 平均値

人数　 A B C D

活用したことがある 42 3.07 3.23 3.42 3.32

活用したことがない 58 3.21 3.30 3.23 3.18

わからない 9 3.33 3.52 3.25 3.31

全体 109 3.17 3.29 3.30 3.24

職位別　平均値

役職 人数　 Ａ B C D

経営層 42 3.29 3.42 3.47 3.35

マネージャー 52 3.13 3.22 3.22 3.24

一般 14 2.96 3.12 3.13 2.95

准教授 1 3.00 4.00 3.00 2.75

全体 109 3.17 3.29 3.30 3.24

凡例

A デジタル化の浸透度

B エンゲージメント

C 付加価値の創造

D QCD（効率化）

業種別 平均値

人数 A B C D

製造業 55 3.04 3.18 3.20 3.25

その他 54 3.30 3.40 3.41 3.23

全体 109 3.17 3.29 3.30 3.24

１＝低
５＝高

平均は中央値（2.5)を上回る

標本の半数は製造業、非製造業のほうが点数は高め

デジタル化の浸透度は10－99人規模の企業が低い傾向

回答者は経営層とマネージャで約90％

全体の38％が補助金を活用したことがあると回答



回帰分析
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有効回答者109名
※【集計表】 ※E-08→マイナス1×0.1の８乗

仮説(分析内容） 説明変数 目的変数 標本数 R２：決定係数 R：相関係数 Ｐ値(有意F) 評価 評価内容

1 デジタル化の浸透度→エンゲージメント A.デジタル化の浸透度 B.エンゲージメント 109 0.243405594 0.493361524 5.019E-08 ◎ かなりの正の相関関係（1%有意）***

１➀ デジタル化の浸透度→活力 A.デジタル化の浸透度 活力 109 0.150535446 0.387988976 3.066E-05 ◎ かなりの正の相関関係（1%有意）***

１➁ デジタル化の浸透度→熱意 A.デジタル化の浸透度 熱意 109 0.160675572 0.400843575 1.566E-05 ◎ かなりの正の相関関係（1%有意）***

１③ デジタル化の浸透度→没頭 A.デジタル化の浸透度 没頭 109 0.191038331 0.437079319 2.015E-06 ◎ かなりの正の相関関係（1%有意）***

2 デジタル化の浸透度→付加価値の創造 A.デジタル化の浸透度 C.付加価値の創造 109 0.233644821 0.483368204 1.016E-07 ◎ かなりの正の相関関係（1%有意）***

3 デジタル化の浸透度→QCD（効率化） A.デジタル化の浸透度 D.QCD（効率化） 109 0.279570555 0.528744319 3.423E-09 ◎ かなりの正の相関関係（1%有意）***

4 デジタル化の浸透度→パフォーマンス A.デジタル化の浸透度
パフォーマンス（C.

付加価値の創造＋
D.QCD（効率化））

109 0.327397103 0.572186248 8.053E-11 ◎ かなりの正の相関関係（1%有意）***

5 エンゲージメント→付加価値の創造 B.エンゲージメント C.付加価値の創造 109 0.254426403 0.504406981 2.242E-08 ◎ かなりの正の相関関係（1%有意）***

6 エンゲージメント→D.QCD（効率化） B.エンゲージメント D.QCD（効率化） 109 0.238353206 0.488214303 7.236E-08 ◎ かなりの正の相関関係（1%有意）***

デジタル化とエンゲージメント、デジタル化と付加価値の創造、デジタル化と効率化は正の相関関係がみられる



各変数の相関関係
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・相関係数R：0.49
・決定係数R２：0.24
・Ｐ:5.019E-08＜1%

かなりの正の相関関係がある
相関係数 0.49
（1%有意）

１．説明変数 目的変数
A．デジタル化の浸透度 → Ｂ．エンゲージメント

y = 0.3557x + 2.164
R² = 0.2434
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デジタル化の浸透度

デジタル化→エンゲージメント



各変数の相関関係
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・相関係数R：0.48
・決定係数R２：0.23
・Ｐ:1.016E-07＜1%

かなりの正の相関関係がある
相関係数 0.48
（1%有意）

2．説明変数 目的変数
A．デジタル化の浸透度 → C．付加価値の創造

y = 0.4125x + 1.9963
R² = 0.2336
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各変数の相関関係
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・相関係数R：0.53
・決定係数R２：0.28
・Ｐ:3.423E-09＜1%

かなりの正の相関関係がある
相関係数 0.53
（1%有意）

3．説明変数 目的変数
A．デジタル化の浸透度 → D．QCD(効率化）

y = 0.4057x + 1.956
R² = 0.2796
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各変数の相関関係
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・相関係数R：0.57
・決定係数R２：0.33
・Ｐ:8.05E-11＜1%

かなりの正の相関関係がある
相関係数 0.57
（1%有意）

４．説明変数 目的変数
A．デジタル化の浸透度 → パフォーマンス（Ｃ＋D:付加価値＋効率化）

y = 0.4091x + 1.9761
R² = 0.3274
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各変数の相関関係（補助金活用有無）
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・相関係数R：0.57
・決定係数R２：0.33
・Ｐ:8.05E-11＜1%

かなりの正の相関関係がある
相関係数 0.57
（1%有意）

４-2．説明変数 目的変数
A．デジタル化の浸透度 → パフォーマンス（Ｃ＋D:付加価値＋効率化）

y = 0.4091x + 1.9761
R² = 0.3274
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デジタル化の浸透度

デジタル化→パフォーマンス（付加価値＋QCD）平均

【補助金活用有無】

● 活用したことがある
● 活用したことがない、わからない



各変数の相関関係

12

・相関係数R：0.50
・決定係数R２：0.25
・Ｐ:2.242E-08＜1%

かなりの正の相関関係がある
相関係数 0.50
（1%有意）

５．説明変数 目的変数
B．エンゲージメント → C．付加価値の創造

y = 0.5971x + 1.3381
R² = 0.2544
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各変数の相関関係
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・相関係数R：0.49
・決定係数R２：0.24
・Ｐ:7.236E-08＜1%

かなりの正の相関関係がある
相関係数 0.49
（1%有意）

６．説明変数 目的変数
B．エンゲージメント → D．QCD(効率化）

y = 0.5196x + 1.5312
R² = 0.2384
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結論
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参考（アンケート本文）１／３
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参考（アンケート本文）２／３
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参考（アンケート本文）２／３
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